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はじめに
日本赤十字秋⽥短期⼤学（以下「本学」とす

る）は、平成20年度に「質の高い⼤学教育の推進
プログラム（教育ＧＰ）」として⽂部科学省から
認定を受けた「国際⼈道法の理念を行動化する教
育の推進」に取り組んでいる。これは、個々の学
⽣が国際⼈道法の基本理念である「戦争中にも慈
悲を」および「⼈道を通じて平和へ」の精神を受
け継ぐ者としての⾃覚と行動を促す教育を推進す
るものである。その教育効果を高めるための学⽣
⾃身が身につけるべき３つの態度目標（気づき、
考え、行動する）と３つの実践目標（命と健康・

安全、奉仕、国際理解・親善）を設定している。
達成するための主要な７つの教育プログラムとし
て、１．⼈道的価値を育てる教育の推進、２．模
擬救護訓練の実施、３．ボランティアの日の設定
と活動、４．ライフ・スキル講習の促進、５．遠
隔授業の促進、６．スタディ・ツアーの促進、
７．「地球のためのこだわり宣言」の取り組みが
計画されている。これらの実践は、本学の建学の
精神である⼈道に基づく教育目標の達成をねらっ
たものである。この７つの教育プログラムの１つ
である模擬救護訓練は、災害現場でも活躍できる、
特に劣悪な条件下でも的確に行動できる⼈材に必
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要な知識、技術、態度、精神⼒を養うことを目的
として取り組むものであり、今年度は⽕災を想定
した避難訓練および災害救護訓練を実施した。本
稿では、企画運営に向けての計画や内容、実際を
紹介し、訓練の成果と今後の課題について報告す
る。

用語の定義
１）⾃衛消防隊

消防法第８条に基づき設置が義務付けられて
おり、事業所の従業員により構成された⾃衛の
消防組織
２）救護訓練教育班

教育ＧＰ「国際⼈道法の理念を行動化する教
育の推進」の７つの教育プログラムの１つであ
る模擬救護訓練の実施に向け、企画・運営する
班
７つの教育プログラムとしての「模擬救護訓練の
実施」の目的

⽕災現場の劣悪な状況下でも活躍できる⼈材
に必要な知識、技術、態度、精神⼒を模擬訓練
を通じて養う。

Ⅰ．訓練の企画に向けて
平成21年３⽉から、筆者を含む８名が救護訓

練教育班として「模擬救護訓練の実施」の企画
運営担当者となった。平成21年度の学年暦決定
後始動したため、訓練実施日、事前のオリエン
テーションや練習の日程調整および確保が最優
先された。全学⽣を対象に実施する⽅向で検討
したが、日本赤十字秋⽥短期⼤学と日本赤十字
秋⽥看護⼤学のカリキュラムの違いから全学⽣
対象に行うのは難しいという結論に⾄った。野
外訓練を考慮し寒さが厳しくなる前の時期に設
定すべきとの考えから、今年度は９⽉24日
（木）に実施可能な介護福祉学科１年⽣（55名）、
介護福祉学科２年⽣（35名）、看護学科２年⽣
（94名）、看護学科３年⽣（77名）、教職員（61

名）を対象とした。また、訓練内容は、本学で
毎年実施している避難訓練とタイアップでの企
画となった。それに伴い、⾃衛消防隊の指揮班、
通報連絡班、消⽕班、避難訓練誘導班、安全防
護班、救護班、設営班には、救護訓練教育班の
班員を配置した編成とし、連動できる体制作り
で進める⽅針であることを確認した。

Ⅱ．避難訓練および災害救護訓練の企画内容
１．避難訓練および災害救護訓練の目的・目標
目的：⽕災時を想定し、迅速かつ安全に避難し、

具体的な災害現場での活動や被災者の⽴
場を模擬的に体験する。

目標：１）避難経路や避難⽅法が分かり実践で
きる。
２）救護所まで安全に搬送できる。
３）被災者の心理状況を考えることがで
きる。
４）消⽕器の取り扱いが理解できる。

２．日時
平成21年９⽉24日�木）４・５時限
（14：40～17：50）

３．場所
本学グラウンド（雨天時は本学体育館）
４．訓練の実際
１）訓練内容
①⽕災時の避難
②エアーテント設営
③被災者体験
④搬送（担架／護送）
⑤避難経路誘導
⑥消⽕訓練
⑦煙中体験
２）訓練のタイムスケジュール（表１）

５．学⽣および教職員の役割
１）学科学年別学⽣役割（表２）
①介護福祉学科１年⽣
エアーテント設営・撤収、避難、護送、負
傷者、報告、消⽕器訓練、煙中体験
②介護福祉学科２年⽣
避難、護送、負傷者、報告、消⽕器訓練、
煙中体験、エアーテント撤収

③看護学科２年⽣
避難、護送、負傷者、報告、消⽕器訓練、
煙中体験、エアーテント撤収

④看護学科３年⽣
避難、報告、担架搬送、応急処置、バイタ
ルサイン測定、記録、消⽕器訓練、煙中体
験、エアーテント撤収

２）教職員の役割（表３）
⾃衛消防隊編成（本部、指揮班、通報訓練
班、消⽕班、避難誘導班、安全防護班、救
護班、設営班）と連動
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６．訓練想定
平成21年９⽉24日午後14時40分、本学１階食
堂から⽕災が発⽣。数名負傷者が出ている模様。

Ⅲ．避難訓練および災害救護訓練実施に向けた準備
訓練の実施に向けて、訓練の必要機材・物品

を納入し（表４）、関連機関との打ち合わせお
よび資機材の取り扱いについて学習する機会を
設けた。また、１ヶ⽉に１度は救護訓練教育班
会議を開催し検討していった。

《平成21年３⽉26日�木）》
本学総務課・学務課と避難訓練の日程および
内容について確認調整した。平成21年度の学年
暦に避難訓練の日程は記載されているが、調整
は可能であり、学校行事とタイアップでの企画
は実施可能であることを確認した。

《平成21年４⽉22日�⽔）９：00～11：30》
資機材担当業者よりエアーテントの組み⽴て

⽅・撤収⽅法、付属品の扱い⽅について説明を
受けた。教職員延べ17名が参加した。説明場面
は許可を得て撮影しＤＶＤに保存した。

《平成21年７⽉30日�木）10：00～11：00》
本学所轄の消防署警防担当者と打ち合わせを
実施した。本学から防⽕管理者と筆者が出向き、
訓練の概要、訓練内容の妥当性や事前オリエン
テーションのポイントについて確認した。また、
消⽕訓練⽅法や⾃衛消防隊の編成についてアド
バイスを得、これらの結果を踏まえて企画内容
を修正した。
《平成21年８⽉26日�⽔）から訓練当日まで》

訓練当日までの期間、エアーテント設営説明
会のＤＶＤを貸し出しした。ＤＶＤは３枚準備
し、全教職員が確認できるよう配慮した。

《平成21年８⽉28日�⾦）14：00～15：00》
本学防⽕管理者と筆者で打ち合わせを行った。

本学における⾃衛消防隊の編成、避難経路、危
機管理体制を確認したいこと、外部職員への訓
練実施の案内、訓練時における学校設備の作動
実施範囲等について確認した。

《平成21年８⽉31日�⽉）》
日本赤十字秋⽥県支部よりＤＶＤ（平成18年

度日本赤十字社第一ブロック支部合同災害救護
訓練ＴＶ放映他）を借用した。

《平成21年９⽉２日�⽔）》
本学所轄の消防署よりビデオ（『心の用心・

⽕の用心－猛煙からの脱出－』他）を借用した。

《平成21年９⽉４日�⾦）15：00～16：00》
教職員対象にエアーテント設営の練習を実施
した。⾃衛消防隊設営班が中心となり設営から
撤収作業まで実施した。

《平成21年９⽉７日�⽉）から訓練当日まで》
資機材担当業者と訓練当日使用する物品につ

いて調整した。

Ⅳ．オリエンテーションおよび事前練習の実施
【教職員への説明】
事前に資料を配布し、企画の経緯も含めて以下
のように説明会を実施した。

《平成21年９⽉８日�⽕）12：30～13：00》
１）⾃衛消防隊について
２）訓練の概要（目的・目標、タイムスケジュ
ール）
３）避難経路
４）教職員役割一覧表
５）学⽣負傷者リスト
６）学⽣用オリエンテーション内容

【学⽣へのオリエンテーションおよび事前練習】
１．オリエンテーションについて
《平成21年９⽉９日�⽔）16：30~17：50》
対象：介護福祉学科１年⽣・２年⽣

《平成21年９⽉17日（木）16：20~17：20》
対象：看護学科２年⽣・３年⽣
以下の内容についてオリエンテーションを実施
した。
１）避難訓練および災害救護訓練の目的とタイ
ムスケジュール
２）避難経路
３）避難時の留意点（ＶＴＲ）（『心の用心・⽕
の用心－猛煙からの脱出－他）
①事前に避難経路の確認をする（図１）。
②姿勢を低くして、濡れたハンカチやタオル
を口と⿐に当て、煙を吸わないようにする。

③避難時は私語を慎み、⾛らない。押さない。
④エレベーターは使用しない。
⑤施設に不慣れな来客者や障害者の⽅などの
避難を積極的に支援する。

⑥負傷者が出た場合は、近くにいる⼈が協⼒
し合い救護する。
⑦いったん避難したら、再び建物の中に戻ら
ない。
⑧準備するもの
ハンカチ、動きやすい服装（スカートは避
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ける）、ヒールのない履物（スニーカーな
ど）

４）救護訓練の実際（ＤＶＤ）（平成18年度日
本赤十字社第一ブロック支部合同災害救護訓
練ＴＶ放映他）

５）役割について
２．事前練習について
《平成21年９⽉10日�木）16：20～》
対象：介護福祉学科１年⽣
《平成21年９⽉11日�⾦）9：00～》
対象：介護福祉学科２年⽣

《平成21年９⽉17日�木）17：20～》
対象：看護学科２年⽣・３年⽣
役割別に以下の内容を練習した。

１）実際の避難経路で避難
２）避難状況の報告
３）負傷者、搬送、応急処置
学⽣は８⽉末まで夏季休暇のため、訓練の日

程は夏季休暇前に掲示し、オリエンテーション
や事前練習は９⽉に実施した。全学⽣同時にオ
リエンテーションや事前練習を行える日程は無
かったため、数回に分けて実施した。オリエン
テーション時には、負傷者役、搬送役（担架搬
送、護送）、応急処置役の学⽣を中心に日本赤
十字秋⽥県支部の担当者２名から搬送・応急処
置の実際について指導を受けた。しかし、看護
学科３年⽣は実習期間中であったこと、看護学
科２年⽣は試験期間中であったことからか全員
参加とはならなかった。全学⽣がオリエンテー
ションを受けて訓練に臨めるよう、後日オリエ
ンテーションを行うなどして対応した。
事前練習では、学⽣はオリエンテーションで

説明を受けた留意点を意識しながら臨んでおり、
まじめに取り組んでいた。

Ⅴ．訓練の実際
訓練内容は２部構成とした。第１部は、主に
⽕災発⽣から避難終了までの内容で、避難途中
で負傷した学⽣を救護所まで搬送し、救護所で
待機している学⽣が応急処置を行うまでとした。
午前中は救護訓練教育班と⾃衛消防隊設営班が
中心となり、介護福祉学科１年⽣と一緒に救護
所となるエアーテント設営、本部となるテント
設営を実施した。設置後は、救護訓練教育班を
中心に、使用する担架やベッド、トランシーバ
ーなどの物品や配置の確認、訓練全体の流れや

役割の再確認を行った。14：00過ぎには設備管
理担当者と⽕災報知機作動時間の確認をし、消
⽕訓練用オイルパンを準備した。本学所轄の消
防署警防担当者ら到着後は、煙中体験用テント
設営、消⽕訓練実施場所の確認、訓練目的・シ
ナリオの確認を行った。14：40⽕災発⽣後、通
報連絡班は消防署への連絡と学内へ避難命令の
放送を行い学⽣の誘導をした。⾃衛消防隊隊⾧、
副隊⾧、指揮班は本部へ急行した。消⽕班は消
⽕器を持って初期消⽕を実施した。避難誘導班
は全館に配置し学内に残留者がいないことを確
認した。授業担当者は誘導旗を掲げ学⽣ととも
に避難場所へ向かった。安全防護班はボイラー
の停⽌、排煙口の作動、エレベーターの停⽌を
実施した。救護班は救護所で待機し負傷者の搬
送や応急処置、バイタルサインの測定を実施す
る学⽣の見守り・確認をした。学⽣から負傷者
の状況報告を受け、トランシーバーを使用し防
⽕管理者へ報告した。学⽣は授業担当教員とと
もに速やかに避難し、各学科学年のクラス委員
が授業担当者と避難状況を報告した。担架搬送
や応急処置などの学⽣は事前練習のとおり⾃分
の役割を果たしていた。　
第２部の内容は、消⽕器の取り扱いや煙で満

たされたテント内を歩行する煙中体験である。
介護福祉学科、看護学科各学年から学⽣２名、
事務・介護福祉学科教員・看護学科教員から各
１名、計11名の代表者が消⽕器での消⽕訓練を
行った。その後、介護福祉学科１年⽣10名、介
護福祉学科２年⽣15名、看護学科２年⽣35名、
看護学科３年⽣35名、教職員10名、計105名が
煙中体験を行った。消⽕器訓練、煙中体験、エ
アーテント撤収の役割は事前に希望者を募り決
定していたこともあり、スムーズに行動できて
いた。

Ⅵ．訓練の成果と今後の課題
１．消防署、日本赤十字秋⽥県支部からの講評

避難は問題なくできていたが、学内設備（消
⽕栓等）を使用した訓練も実施したほうがよい。
救護所での応急処置は練習どおりスムーズに実
施できていた。

２．救護訓練教育班からの意見
訓練状況について、避難は事前練習の成果が

現れていたが、救護者役の学⽣は不慣れなため
か戸惑っている様子がみられた。⼈員確認およ
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び報告は、今回救護所での応急処置が終了する
まで待つ状況となり、全ての報告が終了するま
でかなりの時間を要したため、避難者（負傷
者・救護者含む）が避難を終了した時点で行う
のがよいのではないか。また、教員も搬送役を
担ってもよいのではないか。全教職員が事前練
習に参加できるようにする。などの意見が出た。
日程調整に関して、今後は訓練の日を学年暦

に組み入れていく。事前の準備について、準備
から後⽚付けまで全学⽣・全教職員が参加可能
な日を確保できれば更によかったのではないか。
公⽂書の内容が今回の訓練の目的と違う記載に
なっており、公⽂書の発送も遅れる等、事務⼿
続きの不具合があった。講義の時間割変更、講
義場所の変更があり、待機場所の調整が必要な
状況があった。学校の⾃衛消防隊編成表の役割
と今回の訓練における役割が連動していない教
職員がおり、分かり難かったのではないか。な
どの意見が出た。

終わりに
今回実施した避難訓練および災害救護訓練は、

日程調整の関係で対象学⽣合同での事前練習はで
きなかった。そのため、看護学科の学⽣が介護福
祉学科の学⽣の応急処置をする、３年⽣が１・２
年⽣を搬送するなど、学科や学年が異なる状況で
の実施は訓練当日であった。しかし、留意点を意
識した安全な避難や搬送、負傷者の状況に合わせ
た応急処置など、役割ごとにやるべきことを把握
した行動ができていた。また、負傷者役の学⽣に
「⼤丈夫ですよ」などの声賭けをしている姿も見
られるなど、今回の目的・目標は達成されたと思
われる。これは、学⽣への事前オリエンテーショ
ンや事前練習を行った成果の現れであるといえる。
⾃分が何をしなければならないのか具体的に分か
ることが行動化に繋がると思われ、小原（2008）
が、「教育⽅法の成果として講義だけでなく災害
シュミレーションや救護技術の演習、訓練の導入
により、学⽣のレベルでも主体的に考え、救護活
動の全体像を把握した上で⾃分たちができる役割
を考え、行動化することが期待できた」と述べて
いるように、今回実施した学⽣へのオリエンテー
ションは、訓練内容のイメージ化や役割認識の向
上につながったのではないかと考える。役割を⾃
覚しながら体験することを繰り返し行っていくこ
とで、今後の学習効果が期待できるのではないだ

ろうか。
本学における避難訓練は学校行事として位置づ

けられており、今回は救護訓練を連動させた企画
であった。既習学習の実践も考慮し、赤十字救急
法を学習している看護学科３年⽣を中心に担架搬
送・応急処置等を企画した。そのため、学⽣によ
って役割や体験した内容も異なっている。今後は、
学びを共有できるようアンケート結果を活用しフ
ィードバックしていきたい。そして７つの教育プ
ログラムとしての「模擬救護訓練の実施」の目的
でもある、いつ起こるかもしれない災害に対応で
きる⼈材を育成していくためには、全学⽣が行動
化できる⼒を持つことが必要である。災害現場で
活躍していける⼈材を育成していくためにも、来
年度は救護訓練に焦点化した企画を計画していき
たい。

謝辞
今回の避難訓練および災害救護訓練の企画・運

営・実施にあたり、ご協⼒いただきました関連機
関の皆様および教職員の皆様に心より感謝申し上
げます。
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・小原真理子（2008）．地域防災活動と連動した災害
看護教育，日本看護研究学会誌，Vol31，No3，81．

付：質の高い⼤学教育の推進プログラム（教育ＧＰ）
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永⽥美奈加（ながた　みなか）
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第 1部 
9：30－10：30

14：40－

14：41－

14：42－

－14：45
－14：55

救護所設置し病院と見立てる（エアーテント設営）、本部設置（テント設営）
↓ 
消火訓練用具準備（オイルパン、消火器など） 
↓ 
救護員待機
↓ 
火災発生（火災警報ベル作動）・初期消火
↓ 
避難命令
↓ 
避難・搬送
↓ 
避難後報告
搬送終了

第 2部
15：00－

16：00－

16：10－

－16：30

消火訓練（全学生・全教職員参加）
煙中体験（火災発生前に準備）
↓ 
消火訓練終了・講評
↓ 
エアーテント・救護所撤収作業
アンケート用紙配布・回収
終了

表１　避難訓練および災害救護訓練のタイムスケジュール
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護送

意識 症状 受傷状況 身体所見 歩行 搬送者救 護所待機

1 介護1年生 清明 右膝挫創 介護1年生（2名）看護3年生（2名）

2 介護2年生 清明 左膝挫創 避難時転倒

避難時転倒

介護2年生（2名）看護3年生（2名）
3 介護2年生 清明 右足関節捻挫 避難時転倒 介護2年生（2名）看護3年生（2名）
4 看護2年生 清明 左足関節捻挫 避難時転倒 片足歩行

片足歩行

片足歩行

片足歩行

看護2年生（2名）看護3年生（2名）
5 看護2年生 清明 右アキレス腱断裂 避難時転倒 片足歩行 看護2年生（2名）看護3年生（4名）

6 看護2年生 清明 左アキレス腱断裂 避難時転倒 片足歩行 看護2年生（2名）看護3年生（4名）

7 看護2年生 清明 左肩間接脱臼 避難時転倒 歩行 看護2年生（2名）看護3年生（2名）

・負傷者：３時限終了後、そのまま教室で待機。避難命令が出たら避難し、避難中、１Ｆの外で転倒し負傷したという設定にする。近くにいたクラスメイト

　　　　　２名が救護所まで搬送する。症状が書いてあるカードを首から掛けている。

・搬送者：３時限終了後、そのまま教室で待機。避難命令が出たら避難し、一緒に避難していたクラスメイトが１Ｆの外で転倒し負傷。負傷者の近くにいた

　　　　　２名で協力し、救護所まで搬送する。

・救護所待機者：３時限終了後、救護所へ集合する。救護所に到着した負傷者・搬送者をベッドへ誘導する。負傷者が首から掛けているカードを見て、

　　　　　　　　応急処置を行う。     

担架搬送

意識 症状 受傷状況 身体所見 歩行 搬送者 救護所待機

1 介護1年生 清明 熱傷 気分不快 不可 看護3年生（2名）

看護3年生（2名）

看護3年生（2名）

看護3年生（2名）

看護3年生（2名）

看護3年生（6名）

看護3年生（6名）

看護3年生（6名）

看護3年生（6名）

看護3年生（6名）

2 介護1年生 清明 熱傷 気分不快 不可

3 清明 熱傷 気分不快 不可

4 清明 熱傷 気分不快 不可

5 看護2年生

看護2年生

看護2年生

清明 熱傷 気分不快 不可

・負傷者：３時限終了後、１Ｆ学生ロビーへ集合する。避難中倒れたという設定にする。症状が書いてあるカードを首から掛けている。避難命令が出たら

　　　　　１Ｆ学生ロビーから避難し、食堂付近の外に準備しているブルーシートの上に倒れる。

・搬送者：３時限終了後、１Ｆ学生ロビーへ集合する。避難途中負傷者の近くにいた４名で協力し、救護所まで搬送という設定にする。避難命令が出たら

　　　　　１Ｆ学生ロビーから避難し、食堂付近の外のブルーシートに倒れている負傷者を確認後、グラウンド上のシートにある担架と毛布を取ってくる。

　　　　　負傷者を毛布でくるみ救護所へ搬送する。

・救護所待機者：３時限終了後、救護所へ集合する。救護所に到着した搬送者に、担架をそのままベッドへ乗せるよう誘導する。血圧をチェックし、記録後
　　　　　　　　担当者に状態を報告する。

　　　　　　意　　識：清明
　　　　　　症　　状：熱傷
　　　　　　身体所見：気分不快
　　　　　　歩　　行：不可

火災現場から外へ避難途中倒れる

火災現場から外へ避難途中倒れる

担架・毛布1枚

担架・毛布1枚

疼痛、「痛い」と騒ぐ

疼痛、「痛い」と騒ぐ

左腕を全く動かさず「痛い」と騒ぐ

火災現場から外へ避難途中倒れる

疼痛、傷部汚染

疼痛、傷部汚染

疼痛、右足首腫脹

疼痛、左足首腫脹

三角巾２枚

必要物品

火災現場から外へ避難途中倒れる

担架・毛布1枚
担架・毛布1枚

担架・毛布1枚火災現場から外へ避難途中倒れる

三角巾1枚

三角巾1枚

三角巾1枚

三角巾1枚

副子1枚、三角巾2枚

副子1枚、三角巾2枚

熱傷

【　負傷者役の学生が首から掛けていたカードの一例　】

負傷者

負傷者

負傷者カード　表負 傷者カード　裏

担架搬送負傷者　１担架搬送負傷者　　１

必要物品

表２　避難訓練および災害救護訓練　負傷者リスト
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第
１
部

時
間

訓
練
経
過

本
部

指
揮
班

通
報
訓
練
班

消
火
班

避
難
誘
導
班

安
全
防
護
班

救
護
班

設
営
班

学
生

【
隊
　
長
】
学
長

【
班
長
】
防
火
管
理
者
１
名

【
班
長
】
１
名

【
班
長
】
１
名

【
班
長
】
１
名

【
班
長
】
１
名

【
班
長
】
１
名

【
ク
ラ
ス
委
員
】
各
２
名

【
副
隊
長
】
学
部
長
・
学
科
長
・
事
務
局
長
【
班
員
】
１
名

【
班
員
】
１
名

【
班
員
】
１
０
名

【
班
員
】
４
名

【
班
員
】
１
３
名

【
班
員
】
４
名

介
護
福
祉
学
科
１
年
生
、
２
年
生

看
護
学
科
２
年
生
、
３
年
生

9:
30
エ
ア
ー
テ
ン
ト
設
営

・
班
長
を
中
心
に
救
護
所
（
エ
ア
ー

・
介
護
福
祉
学
科
１
年
生
参
加

　
　
｜
救
護
所
設
置

　
テ
ン
ト
）・
本
部
（
テ
ン
ト
）
を
設

　
置
す
る

10
:3
0
本
部
設
置

（
訓
練
中
は
避
難
誘
導
班
に
協
力
）

14
:3
0

＊
担
架
搬
送
担
当
学
生
（
負
傷
者
と
搬
送
者
）

　
授
業
終
了
後
、
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
集
合

14
:4
0
火
災
発
生
・
初
期
消
火

・
班
長
は
、
報
告
を
受
け
た
後

・
班
長
は
、
火
災
の
報
告
を
受
け
、

・
１
Ｆ
食
堂
か
ら
出
火

　
隊
長
（
学
長
）
に
自
衛
消
防
隊
が

　
校
内
放
送
の
指
示
を
出
し
、

・
事
務
室
火
災
警
報
ベ
ル
作
動

　
出
動
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
消
防
署
（
11
9）
へ
の
連
絡
を
行
う
。

・
事
務
部
１
名
が
食
堂
へ
急
行
し
、
火
災
か

　
本
部
へ
避
難
す
る

　「
訓
練
、
訓
練
、
こ
ち
ら
は
秋
田
市

　
誤
報
か
確
認
。
火
災
発
生
を
防
火
管
理
者

　
上
北
手
猿
田
字
苗
代
沢
17
－
3、

　
及
び
通
報
連
絡
班
班
長
に
報
告
。

　
日
本
赤
十
字
秋
田
看
護
大
学
・
日
本

・
班
長
は
、
報
告
を
受
け
た
後
隊
長
に
自
衛

　
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学
○
○
で
す
。

・
３
時
限
終
了
後
、
避
難
者
は
、
そ
の
ま
ま

　
消
防
隊
が
出
動
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
只
今
、
本
学
１
階
食
堂
か
ら
火
災
が

　
教
室
で
待
機
。
火
災
発
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

　
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
初
期
消
火
を

　
聞
き
、講
義
担
当
者
の
指
示
に
従
い
避
難
す
る
。

　
行
っ
て
お
り
、
学
内
者
を
避
難
さ
せ

　
介
護
１
年
生
：
10
2
講
義
室

14
:4
1

・
隊
長
（
学
長
）、
副
隊
長
（
学
部
長
・

　
て
い
ま
す
。
至
急
出
動
願
い
ま
す
。」
　

・
1Ｆ
備
え
付
け
の
消
火
器（
講
師
控
え
室
に

・
避
難
口
(学
生
ロ
ビ
ー
）
を
開
放
後
、

・
ボ
イ
ラ
ー
停
止
後
、
一
部
排
煙
口
を

・
救
護
所
で
待
機
し
、
け
が
人
の
手
当
て
を

　
介
護
２
年
生
：
Ｏ
Ａ
教
室

　
学
科
長
・
事
務
局
長
）
は
本
部
へ
急
行

　
(繰
り
返
す
)　

　
２
本
準
備
し
て
お
く
）
を
持
っ
て
食
堂
に

　
体
育
館
を
確
認
す
る
。

　
作
動
さ
せ
る
。

　
行
う
。

看
護
２
年
生
：
15
2
講
義
室

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
事
務
室
と
学
長
室

　
急
行
し
初
期
消
火
を
実
施
。

・
各
階
の
誘
導
員
は
所
定
の
場
所
へ
行
き
、

・
会
計
で
保
管
し
て
い
る
鍵
を
持
ち
、

　（
今
回
は
、
救
護
所
へ
来
た
順
番
に
ベ
ッ
ド

　
看
護
３
年
生
：
30
3
講
義
室

　
前
廊
下
付
近
を
確
認
後
、
１
Ｆ
ロ
ビ

　（
炎
が
天
井
に
つ
く
前
に
避
難
す
る
）

　
各
部
屋
を
回
り
な
が
ら
大
声
で
避
難
経
路
　
１
号
館
→
２
号
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　
　
へ
誘
導
し
、
学
生
が
実
施
す
る
応
急
処
置
、

・
ク
ラ
ス
委
員
は
、
最
後
尾
に
位
置
し
、

　
ー
付
近
で
誘
導
す
る
。

　
お
よ
び
避
難
場
所
を
指
示
す
る
。
授
業

　停
止
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
２
号
館
１
Ｆ
エ
レ
　
　
血
圧
測
定
を
確
認
す
る
。）

　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う

避
難
命
令
・
避
難
開
始

・
事
務
職
員
は
、
避
難
場
所
(グ
ラ
ウ
ン
ド
、

　
雨
天
は
体
育
館
）
に
自
衛
消
防
隊
本
部

　
を
設
置
す
る

・
避
難
・
搬
送
・
救
護
員
待
機

・
班
員
は
学
内
放
送
す
る
。

　
担
当
教
員
と
連
絡
を
取
り
合
う
。

　ベ
ー
タ
ー
付
近
で
誘
導
す
る
。

　
３
名
は
救
護
所
で
待
機
。

　
誘
導
し
、
避
難
後
人
数
を
確
認
す
る
。

　「
訓
練
火
災
発
生
、
訓
練
火
災
発
生
。

・
学
内
に
一
人
も
残
留
者
が
い
な
い
こ
と
を

・
１
号
館
湯
沸
器
の
電
源
を
切
る
。

　
２
名
は
救
急
リ
ュ
ッ
ク
を
持
ち
、
救
護
所
へ
　

・
護
送
の
負
傷
者
は
、
外
で
転
倒
し
負
傷
。

　
只
今
、
本
学
１
階
食
堂
か
ら
出
火
し

　
確
認
し
、
電
気
を
消
し
、
扉
を
閉
め
て

・
２
号
館
湯
沸
器
の
電
源
を
切
る
。

　
向
か
う
。

　
近
く
に
い
た
人
が
手
助
け
し
た
こ
と
と
し
、

　
ま
し
た
。
出
火
元
を
避
け
て
、
速
や

　
避
難
し
班
長
に
連
絡
す
る
。

　
*今
回
は
、
実
施
し
た
と
仮
定
し
、
デ
ジ
カ
メ
・
安
全
に
搬
送
で
き
る
よ
う
に
見
守
り
、
救
護

　
救
護
所
へ
搬
送
す
る
。

　
か
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
し
て
く
だ

　
１
号
館
２
Ｆ
、
１
号
館
３
Ｆ
、
２
号
館
1Ｆ
　
　
で
、
訓
練
場
面
を
撮
影
す
る
。

　
所
へ
到
着
後
、
学
生
が
実
施
す
る
応
急
処
置
・

・
担
架
搬
送
の
負
傷
者
は
、
避
難
命
令
が
出

　
さ
い
。
自
衛
消
防
隊
は
、
直
ち
に
活

　
２
号
館
２
Ｆ
、
２
号
館
３
Ｆ

　（
避
難
、
搬
送
、
応
急
処
置
の
場
面
）

　
血
圧
測
定
を
確
認
す
る
。
　

た
ら
食
堂
付
近
外
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
倒

　
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
１
号
館
２
Ｆ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近

・
護
送
の
負
傷
者
・
搬
送

　れ
る
。

　
(繰
り
返
す
)　

　
１
号
館
３
F
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近

　
１
号
館
１
Ｆ
、
２
号
館
１
Ｆ
出
入
り
口
付
近

・
担
架
搬
送
の
搬
送
者
は
、
避
難
命
令
が
出

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
班
員
は
1号
館
1Ｆ

　
２
号
館
２
Ｆ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近

　
で
待
機
し
、
救
護
所
へ
向
か
う
。

　
た
ら
食
堂
付
近
外
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
倒

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近
で
誘
導
す
る
。

　
２
号
館
３
Ｆ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近

・
担
架
搬
送
の
負
傷
者
・
搬
送

　れ
て
い
る
負
傷
者
を
確
認
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
授
業
担
当
者
は
、
誘
導
旗
を
持
っ
て
学
生
を

　
食
堂
付
近
外
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
付
近
で
待
機

　
上
の
シ
ー
ト
に
あ
る
担
架
と
毛
布
を
取
っ
て

　
誘
導
す
る
。

　
し
、
救
護
所
へ
向
か
う
。

　
く
る
。
負
傷
者
を
毛
布
で
く
る
み
救
護
所
へ

　
搬
送
す
る
。

・
救
護
所
に
待
機
し
て
い
る
学
生
が
ベ
ッ
ド
へ

　
誘
導
し
、
応
急
処
置
や
血
圧
測
定
を
行
う
。

　
実
施
後
は
救
護
班
員
へ
報
告
す
る
。

14
:4
5
避
難
後
報
告

・
班
長
は
、
自
衛
消
防
隊
の
各
班
長
・
・
班
員
は
班
長
に
報
告
す
る
。

・
班
員
は
班
長
に
報
告
す
る
。

・
班
員
は
班
長
に
報
告
す
る
。

・
班
員
は
班
長
に
報
告
す
る
。

・
班
員
は
、
負
傷
者
の
状
態
を
把
握
し
、

　
（
血
圧
測
定
値
は
、
用
紙
に
記
録
す
る
。）

防
火
管
理
者
へ
伝
え
る
。

　
各
ク
ラ
ス
委
員
か
ら
報
告
を
受
け
、
　
(例
：
○
階
学
内
者
は
全
員
避
難

　
(例
：
初
期
消
火
を
実
施
し
ま
し
た
）

　
(例
：
○
階
学
内
者
は
全
員
避
難
し
ま
し
た
）
　
(例
：
○
階
排
煙
口
を
開
放
し
ま
し
た
。

　
班
長
へ
報
告
。

・
各
ク
ラ
ス
の
ク
ラ
ス
委
員
は
、
避
難
者
、

・
各
学
年
ク
ラ
ス
委
員
報
告
（
授
業
担
当
者
と
共
に
）

　
隊
長
に
避
難
結
果
を
報
告
す
る
。

　
し
ま
し
た
）

・
班
長
は
、
本
部
付
近
に
待
機
し

・
班
長
は
、
本
部
付
近
に
待
機
し
、

　
ボ
イ
ラ
ー
を
停
止
し
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
血
圧
の
報
告
を
受
け
る
。

　
負
傷
者
の
人
数
を
防
火
管
理
者
に
報
告
。

・
自
衛
消
防
隊
各
班
長
報
告

（
例
：
自
衛
消
防
隊
活
動
全
て
終
了
、
・
班
長
は
、
班
員
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
　
班
員
か
ら
の
報
告
を
受
け
る
。

　
班
員
か
ら
の
報
告
を
全
て
受
け
る
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
停
止
し
ま
し
た
）

・
班
長
は
、
救
護
所
に
待
機
し
全
体
を
指
揮

　（
例
：
○
○
学
科
○
年
、
報
告
し
ま
す
。
学
生

防
火
管
理
者
は
隊
長
に
報
告
す
る
。

　
○
学
科
○
年
○
名
の
う
ち
欠
席

　
班
員
と
共
に
避
難
す
る
。

・
班
長
は
防
火
管
理
者
に
初
期

・
班
長
は
防
火
管
理
者
に
避
難
状
況
を
報
告
。
・
班
長
は
、
本
部
付
近
に
待
機
し
、

　
す
る
。
班
員
か
ら
負
傷
者
の
報
告
を
受
け
る
。

　
○
名
の
う
ち
、
欠
席
者
は
○
名
で
す
。

　
○
名
。
負
傷
者
○
名
。○
名
が

・
班
長
は
防
火
管
理
者
に
通
報

　
消
火
状
況
を
報
告
。

　
班
員
か
ら
の
報
告
を
受
け
る
。

・
班
長
は
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し

　
負
傷
者
は
○
名
で
、○
名
は
救
護
所
へ

　
救
助
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
状
況
を
報
告
。

　
(例
：
消
防
署
員
到
着
ま
で
の
間
、
初
期

（
例
：
学
内
者
の
避
難
全
て
終
了
し
ま
し
た
）
・
班
長
は
防
火
管
理
者
に
実
施

　
防
火
管
理
者
に
状
況
を
報
告
。

　
搬
送
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
○
名
は
無
事

　
残
り
○
名
無
事
避
難
し
ま
し
た
。）

（
例
：
消
防
署
、
学
内
へ
の
通
報
終
了
　
消
火
を
実
施
し
ま
し
た
）

状
況
を
報
告
。

　
避
難
し
ま
し
た
。）

　
し
ま
し
た
）

　（
例
：
所
定
の
作
業
全
て
終
了
し
ま
し
た
）

14
:5
5
搬
送
終
了

準
備

・
拡
声
器
（
１
）

・
消
火
器
（
２
）

・
メ
ガ
ホ
ン

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
鍵

・
救
急
リ
ュ
ッ
ク
（
２
）

・
エ
ア
ー
テ
ン
ト
（
１
）

・
ハ
ン
カ
チ

（
数
）

・
誘
導
旗
（
４
）

*デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
２
）

*
シ
ー
ネ
（
２
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
ヒ
ー
ル
の
な
い
履
物

・
懐
中
電
灯

・
ホ
イ
ッ
ス
ル
（
1３
）

*
三
角
巾
（
１
０
）

・
延
長
コ
ー
ド
（
２
）

・
動
き
や
す
い
服
装

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
懐
中
電
灯

*
バ
ス
タ
オ
ル
（
２
）

・
電
池

・
避
難
誘
導
班
報
告
書
・
・
・
班
長
用

*弾
性
包
帯

・
ホ
イ
ッ
ス
ル
（
２
）

*
消
毒
キ
ッ
ト

・
筆
記
用
具

*
手
袋

・
学
生
・
教
職
員
名
簿

*
血
圧
計
（
３
）

・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
１
）

*
水

・
机
（
５
）

*
食
料

・
イ
ス
（
10
）

*
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
１
）

*
負
傷
者
リ
ス
ト

*
ベ
ッ
ド
（
10
）

*
担
架
（
５
）：
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
の
シ
ー
ト
に
準
備

*
毛
布
（
５
）：
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
の
シ
ー
ト
に
準
備

＊
の
マ
ー
ク
は
火
災
発
生
前
に
準
備
し
て
お
く

第
2
部

時
間

訓
練
経
過

訓
練
内
容

準
備

15
:0
0
消
火
訓
練

・
各
学
年
、
教
員
の
代
表
者
実
施

・
消
火
器
（
１
１
）

＊
職
員
3
名
は
、
当
日
通
常
業
務
の
た
め
参
加
し
な
い
。

煙
中
体
験

・
代
表
者
以
外
は
見
学

・
オ
イ
ル
パ
ン
（
１
）

＊
外
部
か
ら
来
て
い
る
職
員
は
、
当
日
、
通
常
業
務
と
し
、
参
加
し
な
い
。

16
:0
0
消
火
訓
練
終
了
・
講
評

16
:1
0
テ
ン
ト
撤
収

教
室
に
戻
り
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
・
回
収

（
授
業
担
当
者
が
実
施
。）

・
片
付
け
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
し
提
出
後
解
散

【
班
長
】
１
名

【
班
員
】
２
名

・
メ
ガ
ホ
ン
（
２
）

表
３
　
避
難
訓
練
お
よ
び
災
害
救
護
訓
練
　
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
お
よ
び
教
職
員
役
割
一
覧
表
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表４　平成21年度購入　模擬災害救護訓練用資機材一覧
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図１　避難経路
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